
糖尿病予防に関する基礎研究
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日本では成人の6人に1人が糖尿病あるいはその予備軍とされています。糖尿病はそれに伴う合

併症、癌などの他の疾患へつながるリスクの増加させます。年齢が上がるとともに男女ともに有病

者が増える傾向が続いているため、高齢化が進む日本では有病者の減少は国民のQOLの維持や

医療費の軽減などにとって重要なことだと考えられます。

本研究では糖尿病の中でも日本人の95％が罹患している2型糖尿病の発症メカニズムを細胞レベ

ルで解明していき、発症の予防や重症化の予防に役立てることを目的としています。

研究概要

食品などに含まれる成分の細胞への作用を検証すること。

産学連携の可能性（アピールポイント）

外部との連携実績等

教員情報URL  https://sun.ac.jp/researchinfo/okamotok1/
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